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04/04・日銀短観3月 企業、物価見通し低下 1年後上昇率0.8％どまり 
  ・日銀、3月の資金供給量最高 2月末から17兆円増の375兆円 
 
04/05・ASEN財務相・中銀総裁会議 金融統合へ新工程表 
 
04/06・円急伸、一時109円台 1年5カ月ぶり高値 株1万6000円割れ 
  ・「パナマ文書」首脳周辺に資産隠し疑惑 「租税逃れ」世界揺らす ＜１＞ 
  ・公的年金の保険料や税金の回収不能が年1.3兆円 消費税の0.5％分 
    税で穴埋め 公平性損なう恐れ 年金未納→生活保護→財政負担 
  ・TPP法案、衆院審議入り 与党、今国会での承認・成立めざす 
    野党「農産品関税の撤廃は国会決議違反」と批判 交渉記録の開示など求めて追及 
  ・インド、半年ぶり利上げ 景気減速リスクに先手 
    政策金利6.75→6.50％に 投資・消費を下支え 
 
04/07・米利上げ「慎重に」多数 FOMC（米連邦公開市場委員会）3月議事録要旨 
    海外リスク懸念 物価見通しにばらつきも 
  ・新興国、資本流出に転落（IMF分析）1980年以降で初めて純流出に 
 
04/08・円高止まらず一時107円台 1年5カ月ぶり 追加緩和前の水準 ＜２＞ 
    年初から12円上昇 企業利益5兆円消える試算も 
  ・日本株外国人売り越しが昨年度5兆円超 1987年以来の多さ 
  ・中国外貨準備が増加（3月末）5カ月ぶり ドル売り介入一服 
  ・日本経常黒字2月63％増の2.4兆円 黒字は20カ月連続 ＜３＞ 
    旅行収支黒字1238億円 輸出額5.5％減も輸入額14.6％減で貿易収支は4252億円の黒字に 
 
04/09・「パナマ文書」英首相、租税回避地投資で利益認める EU残留問題に影 ＜４＞ 
    節税網、欧州勢が主導 主要銀、名を連ねる ペーパー会社設立関与か 
    中国最高指導部の親族も 当局、情報統制に躍起 
    米の制裁対象も顧客に 北朝鮮関連企業、アサド政権関係者、イランの政府系企業など 
  ・インド新車販売8％増 2015年度約348万台 現代自やルノー躍進 
 
04/10・税逃れ新興国揺らす パナマ文書に首脳らの名 各国当局、捜査に着手 
    アルゼンチン、シリア、パキスタン、マレーシア、アゼルバイジャンなど 
   
04/11・Ｇ７外相、広島原爆慰霊碑訪問 米英仏の現職で初 
    ケリー米国務長官「訪問、特別な意味を持つ」 オバマ氏、広島訪問検討 
  ・2月機械受注9.2％減 世界経済減速懸念で投資先送りの傾向 
    



 


